
水道事業の収益及び費用

○収　益 （単位：千円）

30年度 元年度 2年度

給水収益 5,766,085 5,683,152 5,401,760 ▲ 5.0 ％

受託工事収益 29,582 1,368 36,442 著増

他会計負担金 4,690 3,386 5,131 51.5 ％

その他営業収益 9,526 13,414 12,130 ▲ 9.6 ％

営業外収益 903,472 839,281 1,052,598 25.4 ％

特別利益 2,041 33,693 26,096 ▲ 22.5 ％

6,715,396 6,574,294 6,534,157 ▲ 0.6 ％

○費　用 （単位：千円）

30年度 元年度 2年度

職員給与費 626,391 591,868 557,193 ▲ 5.9 ％

支払利息 343,140 308,095 273,436 ▲ 11.2 ％

減価償却費 2,188,318 2,179,706 2,206,774 1.2 ％

工事請負費 30,030 9,475 36,353 283.7 ％

受水費 551,790 486,327 434,678 ▲ 10.6 ％

動力費 432,254 429,470 408,271 ▲ 4.9 ％

委託料 512,025 513,212 542,486 5.7 ％

修繕費 303,116 240,515 281,220 16.9 ％

薬品費 71,222 79,759 85,878 7.7 ％

特別損失 39,279 53,493 88,228 64.9 ％

その他 296,377 312,725 345,724 10.6 ％

5,393,942 5,204,645 5,260,241 1.1 ％

○経営状況の推移 （単位：千円）

令和2年度の収益は、新型コロナウイルス感染症対策の水道料金減免分の受け入れに伴い他会計補助金が

213,576千円(200.6％)、土地区画整理事業に係る負担金の受け入れに伴い受託工事収益が35,074千円(著増)増

加しましたが、人口減少や大口利用者の地下水転換の影響のほか、新型コロナウイルス感染症の影響による水需

要の変化や水道料金の減免措置などにより、給水収益が281,392千円(5.0％)、長期前受金戻入が29,222千円

(6.0％)、固定資産売却益が7,080千円(21.9％)それぞれ減少し、収益全体では6,534,157千円で、前年度に比べ

40,137千円(0.6％)の減少となりました。

費用では、受水費が51,649千円(10.6％)、企業債利息が34,799千円(11.3％)、それぞれ減少した一方で、修繕

費が40,705千円(16.9％)、特別損失が34,735千円(64.9％)、補助金が29,691千円（269.6％）増加したことにより、

費用全体では5,260,241千円で、前年度に比べ55,596千円(1.1％)の増加となりました。

　この結果、収支差引額では、1,273,916千円の純利益を計上しています。

今後も、良質な水道水を将来にわたって安定的に供給するため、「枚方市水道事業経営戦略」や「枚方市水道

施設整備基本計画」に基づき、事務事業の見直し等に取り組むとともに、効率的な維持管理や、施設・管路の計

画的な更新・改良を進め、合わせてスペックダウンや性能の検討等を行い、持続可能な安定経営に努めます。
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資本的収支

○収　入

30年度 元年度 2年度

　企業債 1,087,100 1,460,100 1,006,600 ▲ 31.1 ％

　工事負担金 58,812 254,242 158,828 ▲ 37.5 ％

　国府補助金 24,750 35,416 0 皆減

　固定資産売却代金 0 1,956 1,780 ▲ 9.0 ％

　他会計負担金　 0 5,640 4,096 ▲ 27.4 ％

　その他資本的収入 1,751,586 253,014 292,629 15.7 ％

2,922,248 2,010,368 1,463,933 ▲ 27.2 ％

○支　出

30年度 元年度 2年度

　建設改良費 3,007,268 3,645,817 1,959,914 ▲ 46.2 ％

　固定負債償還金 1,633,150 1,684,829 1,751,930 4.0 ％

　固定資産購入費 33,758 38,904 61,565 58.2 ％

4,674,176 5,369,550 3,773,409 ▲ 29.7 ％

○資本的収入が資本的支出に不足する額

30年度 元年度 2年度

▲ 1,751,928 ▲ 3,359,182 ▲ 2,309,476

○資本的収支の推移 （単位：千円）

収支不足額（A）-（B）

（単位：千円、税込み）
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（単位：千円、税込み）

計（A）

計（B）

令和2年度における資本的収支（企業経営活動に係る施設の建設改良及び建設改良に係る企業債償還金など
の支出並びにその財源となる収入）について、収入ではその他資本的収入が増加したものの、企業債や工事負
担金などが減少したことにより、収入全体では1,463,933千円で、前年度に比べ546,435千円（27.2％）の減少となり
ました。

一方、支出では、固定資産購入費が22,661千円（58.2％）増加したものの、建設改良費が1,685,903千円
（46.2％）減少したことにより、支出全体では3,773,409千円で、前年度に比べ1,596,141千円（29.7％）の減少となり
ました。

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額、2,309,476千円については、当年度消費税資本的収支調
整額129,983千円、建設改良積立金200,000千円及び損益勘定留保資金1,979,493千円で補てんしました。
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